
第158号

◀▲ふるさとの家は明治中期
の建物で築120年以上が経過し
ている。平成７年に町民から寄
贈された。内部にはいろりな
ども現存している。

▲昨年開催されたクラシックコンサート
▲ジュニアリーダー養成研修会の様子

12月定例会（12/4～12/11）
◆「ふるさとの家条例の廃止」をめぐる論議が白熱！���２
◆平成27年度補正予算/議案・陳情について�������３
◆一般質問で９議員が登壇������������４～8
◆常任委員会の視察・活動報告/議会報告会を開催����９～１0
◆１年を振り返って�����������������１１
◆町制・議会80周年記念展示パネルを作成！�������１2

湘南にのみや
議会だより
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前
田�　

町
側
の
説
明
は
不
十
分
で
あ
り
、
疑
問
点

が
何
点
か
あ
る
。廃
止
後
の
具
体
的
な
方
針
・

方
向
性
を
見
定
め
て
か
ら
条
例
廃
止
を
提
案

す
べ
き
で
あ
る
。

二
宮�　

利
用
料
を
払
い
、
使
用
で
き
る
と
知
っ
て

い
る
町
民
は
、
ど
れ
く
ら
い
い
た
の
か
。
町

の
説
明
で
条
例
廃
止
す
れ
ば
伝
統
を
体
感
で

き
る
施
設
と
し
て
残
せ
な
い
と
感
じ
た
。

 

露
木�　

説
明
不
十
分
。
具
体
的
な
方
針
と
と
も
に

廃
止
条
例
を
提
案
す
べ
し
。
今
後
、
処
分
の

場
合
７
０
０
万
円
以
下
な
ら
ば
議
決
が
不
要

な
た
め
議
会
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
く
な
る
。

根
岸�　

教
育
委
員
会
の
所
管
か
ら
公
共
施
設
課
の

所
管
と
し
、
利
用
率
の
低
か
っ
た
ふ
る
さ
と
の

家
の
利
用
の
幅
を
広
げ
る
と
い
う
こ
と
に
同
意
。

 
桑
原�　

建
物
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
用
途
が
狭
い

た
め
、
利
用
者
も
減
少
。
違
う
視
点
か
ら
使

い
道
を
広
げ
、
普
通
財
産
と
し
て
ふ
る
さ
と

の
家
を
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

杉
崎�　

昨
年
度
の
利
用
実
績
は
30
件
。
教
育
財
産

と
し
て
は
機
能
し
て
い
な
い
。
普
通
財
産
と

し
、
売
却
も
含
め
活
用
方
法
の
選
択
肢
を
増

や
し
た
議
論
を
す
べ
き
だ
。

 

善
波�　

教
育
財
産
と
し
て
の
維
持
は
問
題
解
決
を

先
送
り
す
る
も
の
。
廃
止
後
に
普
通
財
産
と

す
る
こ
と
で
、
用
途
範
囲
が
広
が
り
具
体
的

な
方
針
を
示
し
や
す
く
す
る
。

一
石�　

公
共
施
設
は
使
い
倒
す
べ
き
。
当
初
の
目

的
で
策
を
練
り
、
日
本
古
来
の
叡
知
が
注
目

さ
れ
る
今
こ
そ
町
全
体
で
こ
の
資
産
を
生
か

す
創
意
を
育
む
べ
き
と
考
え
る
。

 

栁
川�　

利
用
者
数
の
減
少
に
伴
い
廃
止
に
し
、
普

通
財
産
に
す
る
と
い
う
説
明
だ
け
で
、
今
後

の
方
向
性
が
何
も
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
町
側

は
何
か
し
ら
の
提
案
を
出
す
べ
き
だ
。

二
見�　

町
唯
一
の
古
民
家
は
、
い
ろ
り
・
土
間
・

大
黒
柱
・
か
ま
ど
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
生

き
た
教
材
と
し
て
後
世
へ
、
ま
た
観
光
拠
点

と
し
て
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

野
地�　

存
続
を
切
に
望
む
。利
用
者
の
増
が
必
須
。

教
育
目
的
以
外
、
観
光
、
産
業
、
歴
史
に
も

活
用
さ
せ
る
べ
き
。
そ
の
た
め
に
は
現
条
例

の
廃
止
が
一
度
必
要
と
な
る
。

 

渡
辺�　

普
通
財
産
へ
移
管
し
、
用
途
と
広
報
の
拡

大
・
徹
底
を
図
る
。
施
設
そ
の
も
の
の
改
廃

に
は
町
民
の
合
意
形
成
が
必
須
。
そ
の
た
め

に
調
査
と
デ
ー
タ
提
供
が
必
要
だ
。

小
笠�

原　

人
口
縮
小
が
進
む
こ
の
町
で
、
維
持
で

き
る
数
の
公
共
施
設
に
す
る
方
向
性
は
正
し

い
。
教
育
委
員
会
部
局
の
予
算
を
精
査
す
る

意
味
で
も
普
通
財
産
で
活
用
す
べ
き
。

７
対
６
で
条
例
廃
止
！

ふるさとの家
各議員の考えは？そして賛否はいかに！？

皆さまのご意見や、アイデアなど、お近くの議員にお知らせください。

賛  成 反  対

町の提案は？

条例廃止理由は？
●利用者数の低迷
●使途が限定されている

教育委員会の生涯学習施設としてのふる
さとの家を廃止する条例。
公共施設課に移管し、普通財産とする。
※普通財産は行政財産と違い、使途が決められていない。
　町内では東大果樹園跡地などが該当する。

条例廃止後はどうなるの？
●民間、ＮＰOの利用も含め、
　公共施設再配置の中で検討

●売却は最終的な選択肢。
　建替え・補修に関する試算
　はしていない

●�利用促進のため民間、ＮＰＯなどへの情
報発信に努める

●�二宮町財産規則に基づき貸出は可能
　(ただし手続きは今までと同様ではない)

添
田�　

古
民
家
で
あ
る
本
質
を
無
視
し
た
現
状
の
使
い
方
で
は
閉
鎖
す
べ
き
。
た
だ
し
、
閉
鎖
後
の
計
画
が
明

確
で
な
い
状
況
で
、
単
に
条
例
廃
止
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。（
※
議
長
職
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
ず
）
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一般会計80億円の大台へ！
　一般会計と4特別会計ともに可決。一般会計は歳入、歳出ともに約4千万円を増額。80億4千万円となっ
た。歳入は固定資産税の増加(約4千万円)が大きい。3年に1度の評価替えで建築コストの上昇等が反映さ
れたため。下記は、町の状況や政策を反映する歳出項目の主なもの。

今夏の選挙権年齢18歳への引き下
げ準備のシステム改修費用を計上。
新有権者への啓発は重要な課題で
ある。

4月のごみ収集ルール変更で分別が
分かりやすくなった一方、草・落ち葉・
やわらかいプラスチックが可燃ごみ
に、プラ表示のごみは樹脂に含まれ
るようになった。ごみ総排出量は変わ
らないが搬送・処理委託する可燃ご
み・樹脂類の量が増加。ごみを減ら
す取り組みは今後も重要課題である。

高齢者向け肺炎球菌ワクチン接種
率は20％の想定に対し45％に。健康
診断は肺がん・前立腺がんなどのべ
１,022名増加。健康意識の高まりに加
え町の働きかけが奏功した。高齢者の
健康増進につながることを期待する。

道路の緊急な補修費用が予算内で
は収まらないことから増額補正。頻
繁な大雨も影響し、身近な町道の痛
みが激しいほか土のうなどの災害対
応も必要。

年度中に発足する検討委員会の開
催費用を予算化。東大果樹園跡地
を始めとする町資産の有効活用を
期待。町民参画を実現しつつ、今
後の検討が速やかに進むよう望む。

制度を利用していた事業者が破産。
町は補償金53万円を負担する。業者
は金融機関の指導を受けていたが、
リーマンショックから続く不況の中、
経営改善できず返済不能に。今後の
制度運営を注視していく。

１８歳から選挙へGO ！ 

便利にはなったが、ごみは増加 

健康への意識高まる 

町道の緊急補修が多発！

検討が始動！ 

長引く不況で破産か？

町村情報システム共同事業組合
負担金（63万円増）

じん芥運搬処理事業（740万円増）

健康診査委託料(1,400万円増）
高齢者肺炎球菌ワクチン接種

（1,800万円増）

町道維持管理工事（200万円増）

まちづくり総合調整事業
（１万８千円増）

商業者経営安定化緊急資金
貸付制度補償金（53万円増）

議案・陳情に対する賛否
根
岸
ゆ
き
子

前
田
憲
一
郎

桑
原
　
英
俊

二
宮
　
節
子

杉
崎
　
俊
雄

善
波
　
宣
雄

露
木
　
佳
代

野
地
　
洋
正

渡
辺
　
訓
任

一
石
　
洋
子

小
笠
原
陶
子

栁
川
　
駅
司

二
見
　
泰
弘

添
田
　
孝
司

結 

果

議員提出議案名
二宮町議会会議規則の一部を改正する規則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

町長提出議案名
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（町長提出議案第57号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（町長提出議案第58号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
二宮町職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
二宮町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
二宮町税条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決
二宮町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決
二宮町介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決
二宮町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
二宮町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
二宮町ふるさとの家条例を廃止する条例 ○ ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ● 可決
二宮町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
リサイクルセンターの整備運営に関する事務の委託に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
平成27年度二宮町一般会計補正予算（第4号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
平成27年度二宮町国民健康保険特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
平成27年度二宮町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
平成27年度二宮町介護保険特別会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
平成27年度二宮町下水道事業特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

陳　情　名
「介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善の実現」を求める陳情書 ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● 不採択
安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員について　国への意見書提出を求める陳情書 ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● 採択

（国に意見書）

国に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳情 ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 採択
（国に意見書）

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳情 ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 採択
（県に意見書）

※議案について、○は議案に対する賛成、●は反対したことを意味しています。
※陳情については、○は採択、●は不採択です。　※添田議長は採決に加わりません。

平成 27 年度補正予算可決
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北
口
駅
前
広
場
周
辺
の

交
通
の
安
全
対
策
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

　

交
通
管
理
者
で
あ
る
警

察
署
と
町
の
交
通
安
全
対
策

を
所
管
す
る
防
災
安
全
課
、

駅
前
広
場
を
所
管
す
る
都
市

整
備
課
で
連
携
を
図
り
、
運

転
者
の
マ
ナ
ー
違
反
の
防
止

に
つ
い
て
、
効
果
的
な
施
策

を
推
進
し
て
い
く
。

　

北
口
駅
前
広
場
周
辺
の

暫
定
整
備
後
の
交
通
混
雑
解

消
の
検
証
と
こ
れ
ま
で
の
進

捗
状
況
は
。

　

町
道
27
号
線
の
交
互
交

通
の
開
始
や
北
口
商
店
街
通

り
の
時
間
帯
一
方
通
行
の
効

果
に
よ
り
、
県
道
71
号
線
と

国
道
１
号
線
は
、
と
も
に
混

雑
の
緩
和
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
現
状
の
北
口
商
店

街
通
り
の
一
方
通
行
を
変
更

す
る
こ
と
は
逆
に
県
道
71
号

線
の
混
雑
を
増
加
さ
せ
る
。

　

今
後
の
北
口
駅
前
広
場
周

辺
の
対
策
は
、よ
り
広
い
範
囲

へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
検
討

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

駅
前
広
場
の
構
想
・
計

画
な
く
し
て
用
地
の
具
体
的

な
活
用
の
検
討
は
さ
れ
な
い

の
か
。

　

事
前
準
備
と
し
て
、
今

後
、
広
場
の
土
地
所
有
者
で

あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
議

を
進
め
て
い
く
予
定
。
本
格

的
な
整
備
を
検
討
す
る
段
階

で
は
、
公
共
施
設
再
配
置
計

画
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討

を
実
施
し
た
い
。

　

駅
前
広
場
の
本
格
的
な

整
備
計
画
と
駅
前
の
公
共
施

設
の
再
配
置
計
画
と
は
一
体

的
に
検
討
す
べ
き
だ
と
思
う

が
、
見
解
を
求
め
る
。

　

公
共
施
設
再
配
置
計
画

の
策
定
に
は
時
間
が
か
か
る
。

現
在
の
状
況
で
一
定
の
成
果

が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、し

ば
ら
く
は
現
状
の
ま
ま
で
使
っ

て
ほ
し
い
。
駅
前
広
場
の
不

足
の
点
に
つ
い
て
は
、
駅
周

辺
の
環
境
の
変
化
を
見
な
が

ら
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　

北
口
駅
前
広
場
の
今
後

の
将
来
展
望
に
つ
い
て
町
長

の
考
え
を
聞
く
。

　

本
格
整
備
の
た
め
の
土

地
買
収
は
、
多
額
な
財
政
負

担
が
か
か
る
。
逆
に
財
政
的

な
面
か
ら
考
慮
し
て
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
の
時
代
と
い
う
よ
り
も

こ
れ
か
ら
10
年
、
20
年
先
の

二
宮
に
合
っ
た
、
財
政
的
に

も
適
切
な
本
格
整
備
を
再
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

“指定方向外進行禁止”
（二宮駅北口）

一 般 質 問

桑
原 

英
俊

議 

員

将
来
的
な
本
格
整
備
に
向
け
、

Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
を
進
め
る
予
定

答
北
口
駅
前
周
辺
の
本
格
整
備
と

交
通
混
雑
の
解
消
を
問
う

問

　一般質問は、大事な議員活動の一つである。二宮町は一問一答方式であり、
2問目以降の質問は、制限時間内であれば何度でも自由にできる。そのやり
とりにも注目してほしい。記事は本人の原稿に基づくもの。

「今の質問はどういう意味でしょうか？」「議員はどう思いますか？」
12月議会では、議会基本条例制定後、初めて反問権の行使ともとれる発言
がありました。反問権とは議員の質問に対し、町側がその意図を確認した
り、根拠をただす権利のことをいいます。議会活性化のために基本条例に
位置づけていますが、導入していない自治体もまだ多数あります。

知っていますか

反問権

議員名 一般質問の内容 議員名 一般質問の内容

1 桑原　英俊
北口駅前周辺の今後の本格整備と、
安全・安心の交通混雑の解消について
問う

6 一石　洋子 二宮町に子供を中心に据えた独自の縁
側事業を

2 前田憲一郎 二宮町立小中学校の管理・運営につい
て問う 7 露木　佳代 町立保育園の現状と改善および待機児

童対策を問う

3 二宮　節子 障がい者施策に対する町の考えを問う 8 根岸ゆき子 墓地条例の制定を求める

4 渡辺　訓任
①�高齢者保健福祉計画および介護保険
事業計画の進捗を問う
②�地方創生総合戦略と“ワーク・ライ
フ・バランス”

9 小笠原陶子 百合が丘でだれもが快適に暮らし続け
るための対策について

5 野地　洋正
公職選挙法改正により 18歳以上に引
き下げられた選挙権の周知啓発、およ
び教育についていかに取り組むか

9月議会の一般質問全文は、役場や図書館、ＨＰで閲覧
できます。平成27年第4回定例会(12月議会)の一般質問
全文は、2月中に公開予定です。� ９月議会一般質問全文☞
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障
が
い
の
有
無
に
よ
っ

て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な

く
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に

向
け｢

障
害
者
差
別
解
消
法
」

が
平
成
28
年
４
月
に
施
行
さ

れ
る
。
障
が
い
者
、
そ
の
関

係
者
の
意
見
を
い
か
に
反
映

さ
せ
て
指
針
を
作
る
の
か
。

　

障
が
い
者
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
自
立
支
援
協
議
会
の
中

で
近
隣
市
町
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
を
作
り
共
通
認
識
の
中
で

職
員
対
応
要
領
を
作
る
。

　

周
知
の
方
法
は
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
対
応

要
領
を
公
表
。
町
民
や
事
業

者
に
は
ま
ず
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
進
め
、
後
に
点
字
や
音
声

で
の
周
知
を
図
る
。

　

特
に
障
が
い
児
や
女
性

の
障
が
い
者
へ
の
対
応
は
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
に
合

わ
せ
て
留
意
し
て
、
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
旨
を
具
体
的

に
示
し
て
い
く
。

　

合
理
的
配
慮
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

　

障
が
い
者
一
人
ひ
と
り

の
必
要
性
や
、
そ
の
場
の
状

況
に
応
じ
た
変
更
や
調
整
な

ど
、
そ
の
都
度
個
別
の
対
応

と
な
る
。実
際
の
現
場
で
は
、

障
が
い
者
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

と
そ
れ
を
受
け
る
側
の
実
情

に
合
わ
せ
考
慮
し
て
い
く
。

　

代
読
・
代
筆
の
職
員
研

修
や
手
話
通
訳
の
幅
を
広
げ

る
考
え
は
あ
る
か
。

　

今
ま
で
差
別
な
く
事
務

に
当
た
っ
て
お
り
、
研
修
は

考
え
て
い
な
い
。
手
話
通
訳

は
、
ラ
デ
ィ
ア
ン
で
の
町
の

主
だ
っ
た
行
事
に
配
置
す
る
。

　

平
成
25
年
よ
り
就
労
を

生
み
出
す
「
障
害
者
優
先
調

達
推
進
法
」
が
あ
る
。
施
設

へ
の
周
知
と
役
場
全
体
で
の

連
携
を
伺
う
。

　

既
存
の
事
業
の
中
で
、

で
き
る
も
の
を
見
つ
け
協
議

し
該
当
事
業
所
に
相
談
を
し

て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
本

年
は
、
健
康
福
祉
部
内
だ
け

の
調
達
実
績
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
載
る
が
、
今
後
は
庁
内

全
体
に
こ
の
事
業
が
拡
大
で

き
る
よ
う
努
め
る
。

　

就
労
支
援
Ｂ
型
事
業
所

（
例
・
コ
ス
タ
二
宮
、
カ
ン

ナ
カ
ン
ナ
）
へ
の
対
応
は
い

か
が
か
。

　

す
ぐ
に
事
業
化
は
で
き

な
い
と
思
う
が
、
町
内
の
事

業
者
が
ど
う
い
う
状
況
か
、

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

の
か
、
聴
取
は
し
て
い
く
。

　
全
国
的
に
見
て
、
学
校

に
お
け
る
い
じ
め
の
件
数
が

増
え
て
い
る
。
二
宮
町
の
小

中
学
校
の
い
じ
め
、
不
登
校

児
童
生
徒
の
実
態
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

平
成
27
年
11
月
現
在

の
い
じ
め
の
実
態
は
、
小
中

学
校
と
も
数
件
報
告
さ
れ
て

い
る
。
平
成
26
年
度
末
の
状

況
と
比
較
す
る
と
、
小
学
校

で
は
減
少
し
て
お
り
、
中
学

校
で
は
わ
ず
か
で
は
あ
る
が

増
加
し
て
い
る
状
況
。
不
登

校
は
平
成
26
年
度
末
と
比

較
し
て
、
小
中
学
校
と
も
減

少
し
、平
成
27
年
は
、小
学
校

５
件
、
中
学
校
18
件
と
な
っ

て
い
る
。

　

二
宮
町
の
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
任
務
・

役
割
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

　

各
小
学
校
区
に
１
名

ず
つ
、
地
域
の
方
に
お
願
い

し
て
い
る
。
そ
し
て
担
当
す

る
小
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、

学
校
周
辺
・
校
区
の
定
期
的

な
巡
回
や
、
児
童
生
徒
へ
の

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

国
が
う
た
っ
て
い
る
チ
ー

ム
学
校
に
近
づ
け
る
検
討
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

教
職
員
の
負
担
軽
減
や

支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
、
心

理
等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
や
支

援
教
育
補
助
員
等
の
地
域
の

方
々
を
学
校
に
派
遣
ま
た
は

配
置
し
て
お
り
、
チ
ー
ム
で

課
題
に
対
応
で
き
る
体
制
づ

く
り
に
努
め
な
が
ら
、
少
し

で
も
チ
ー
ム
学
校
に
近
づ
く

よ
う
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

　

全
国
的
に
も
増
加
の
傾

向
に
あ
り
、
課
題
の
解
消
に

成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
化
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

　

中
央
教
育
審
議
会
の
作

業
部
会
で
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
を
す

べ
て
の
公
立
学
校
で
目
指
す

べ
き
で
あ
る
が
、
直
ち
に
設

置
を
義
務
付
け
す
る
こ
と
は

せ
ず
、
各
教
育
委
員
会
が
積

極
的
に
設
置
に
努
め
る
」
よ

う
提
言
し
て
い
る
。
二
宮
町

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
の
実

現
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
導
入
に
向
け

て
、
平
成
28
年
早
々
に
は
、

具
体
的
な
研
究
に
取
り
か
か

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

これで安心して移動ができるね
(一色小学校)

子どもたちの未来を育む中学校

二
宮 

節
子

前
田
憲
一
郎

議 

員

議 

員

代
読
・
代
筆
の
職
員
研
修
は
せ
ず

手
話
通
訳
の
場
は
広
げ
る

答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
に

向
け
研
究
を
進
め
て
い
く
予
定

答

障
害
者
差
別
解
消
法
に
対
す
る

町
の
考
え
を
問
う

問

二
宮
町
立
小
中
学
校
の

管
理
・
運
営
に
つ
い
て
問
う

問

一般質問
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平
成
28
年
夏
に
予
定
さ

れ
る
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら

18
歳
以
上
が
選
挙
権
を
有
す

る
。
投
票
率
の
ア
ッ
プ
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
く
か
。
ま
た
、

投
票
率
の
目
標
は
あ
る
か
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
始
め
、

駅
南
北
へ
の
懸
垂
幕
、
庁
舎

内
お
よ
び
庁
用
車
掲
出
、
防

災
無
線
や
車
に
よ
る
呼
び
か

け
な
ど
行
っ
て
い
る
。
さ
ら

な
る
充
実
を
図
る
。
投
票
率

の
目
標
は
、
毎
回
選
挙
管
理

委
員
の
方
々
と
決
め
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
次
回
に
つ
い

て
も
今
後
設
定
す
る
。

　
18
歳
以
上
と
は
い
つ
ま

で
の
誕
生
日
を
指
す
か
。

　

投
票
日
翌
日
の
誕
生
日

の
方
ま
で
選
挙
権
を
有
す
る

こ
と
と
な
る
。
不
在
者
投
票

も
可
能
。

　
小
学
校
授
業
で
の
役
場

見
学
の
際
、
議
場
内
で
の
質

疑
、
意
見
発
信
な
ど
体
験
を

さ
せ
た
い
が
い
か
が
か
。

　

公
共
施
設
の
見
学
が
目

的
で
あ
り
、
政
治
学
習
や
議

員
の
話
を
聞
く
た
め
の
も
の

で
は
な
い
。
難
し
い
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
政

治
、
選
挙
に
つ
い
て
は
中
立

的
立
場
か
ら
消
極
的
だ
と
耳

に
す
る
が
現
状
は
。

　

学
習
指
導
要
領
に
基
づ

き
、
国
民
主
権
、
選
挙
権
に

つ
い
て
も
多
く
の
時
間
を
と

り
学
習
し
て
い
る
。

　

授
業
、
模
擬
選
挙
、
生

徒
会
選
挙
な
ど
に
、
実
際
の

投
票
箱
等
、
現
物
を
利
用
し

た
体
験
学
習
も
効
果
が
あ
る

と
思
う
が
い
か
が
か
。

　

学
校
か
ら
の
要
請
が
あ

れ
ば
考
え
る
が
、
教
育
委
員

会
か
ら
発
信
は
し
な
い
。

　

地
元
二
宮
高
校
へ
の
応

援
、
連
携
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　

予
定
し
て
い
る
模
擬
選

挙
へ
の
投
票
箱
貸
出
し
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
。
要
望
が
あ

れ
ば
取
り
組
み
た
い
。

　

社
会
教
育
や
体
験
学
習
、

リ
ー
ダ
ー
養
成
等
の
観
点
か

ら
、
子
ど
も
町
民
会
議
や
子

ど
も
議
会
の
復
活
、
子
ど
も

を
交
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
開
催

を
望
む
が
見
解
は
。

　

一
部
の
児
童
・
生
徒
の

た
め
に
多
く
の
時
間
が
費
や

さ
れ
る
。
授
業
で
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

　
平
成
29
年
春
か
ら
介
護

保
険
の
仕
組
み
が
変
わ
り
、

サ
ー
ビ
ス
低
下
が
心
配
。
高

齢
者
福
祉
と
介
護
の
計
画
の

進
捗
状
況
を
確
認
し
た
い
。

　

百
合
が
丘
地
区
全
体
で

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
モ
デ

ル
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
各
地
域
で
の
事
情
を

踏
ま
え
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
。
生
活
支
援
は
通
所
介
護

の
事
業
者
が
担
う
よ
う
交
渉

中
。専
門
性
の
低
い
も
の
は
、

徐
々
に
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
で
充
実
さ
せ
る
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
入
居
待
ち
は
何
人
か
。

　

平
成
27
年
10
月
時
点
で

１
２
８
名
。
基
準
の
変
更
で

要
介
護
３
以
上
に
限
定
さ
れ

た
た
め
95
名
に
な
っ
た
。

　
窓
口
で
の
要
支
援
認
定

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
廃
止
、

人
材
確
保
の
抜
本
的
な
施
策
、

サ
ー
ビ
ス
必
要
量
に
基
づ
く

提
供
量
の
見
直
し
と
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
解

消
の
３
点
を
求
め
る
。
介
護

人
材
育
成
事
業
の
進
捗
は
。

　

計
画
８
名
に
対
し
て
現

在
２
名
の
応
募
。
町
内
の
施

設
は
人
員
配
置
基
準
を
満
た

し
て
い
る
が
、
基
準
ど
お
り

の
人
員
で
は
サ
ー
ビ
ス
が
不

十
分
だ
と
い
う
声
も
あ
る
。

総
合
計
画
は
子
育
て
支
援

を
軸
に
実
効
性
を
高
め
よ

　
町
職
員
の
正
規
・
非
正

規
の
割
合
と
勤
務
時
間
、
労

働
時
間
の
実
態
は
。

　

割
合
は
50
：
50
。
勤
務

時
間
は
正
規
、
正
規
に
準
ず

る
者
他
。
時
間
外
労
働
は
月

20
時
間
と
し
て
い
る
。

　
公
契
約
条
例
の
導
入
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　

公
契
約
条
例
の
狙
い
に

つ
い
て
は
認
識
す
る
が
、
県

と
国
の
動
き
を
見
て
検
討
。

　
働
き
や
す
い
環
境
整
備

に
保
育
所
の
充
実
は
必
須
。

待
機
児
童
の
状
況
は
。

　

現
時
点
で
は
待
機
児
童

は
10
名
。
駅
前
保
育
所
も
含

め
解
消
を
目
指
す
。
潜
在
的

待
機
児
童
の
把
握
は
困
難
。

　
総
合
計
画
の
基
本
目
標

は
子
育
て
を
軸
に
組
み
立
て

る
こ
と
、
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
実
現
の
た
め
、
町

職
員
の
労
働
時
間
の
実
態
把

握
、公
契
約
導
入
を
求
め
る
。

第
２
子
か
ら
保
育
園
の
無
料

化
は
。

　

今
は
考
え
て
い
な
い
。

改装進む駅前保育所
待機児童の解消に一役買う？

「子ども町民会議」（平成９年）
福祉・環境・いじめなど意見多数

野
地 

洋
正

渡
辺 
訓
任

議 

員

議 
員

周
知
啓
発
を
積
極
的
に
図
り
、

小
・
中
教
育
は
授
業
で
充
実

答

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
は
維
持

地
域
の
動
き
を
支
援
、
具
体
化

答

18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

選
挙
権
の
周
知
啓
発
・
教
育
は

問

介
護
計
画
・
介
護
人
材
育
成
の

進
捗
状
況
は
？

問

一般質問
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こ
れ
ま
で
ゼ
ロ
だ
っ
た

待
機
児
童
が
平
成
27
年
４
月

に
10
名
と
な
っ
た
。対
策
は
。

　

平
成
28
年
４
月
に
北
口

駅
前
に
み
ち
る
愛
児
園
分
園

が
開
園
し
、
３
歳
未
満
の
20

人
を
確
保
す
る
。
現
時
点
で

は
４
月
入
所
希
望
者
は
全
員

入
れ
る
計
算
。
平
成
29
年
度

に
幼
稚
園
か
ら
認
定
子
ど
も

園
へ
の
移
行
、
平
成
30
年
度

に
民
間
保
育
所
の
拡
充
と
い

う
計
画
を
立
て
て
い
る
。

　

百
合
が
丘
保
育
園
は
耐

震
化
も
済
み
、
法
的
な
問
題

も
な
い
が
、
園
庭
や
園
舎
が

狭
い
た
め
理
想
の
保
育
が
で

き
な
い
と
感
じ
る
。
現
状
に

危
機
感
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

　

基
準
は
順
守
し
て
も
実

際
の
活
動
で
か
な
り
制
約
さ

れ
て
い
る
実
態
も
あ
る
。
保

育
士
は
創
意
工
夫
し
て
や
っ

て
い
る
が
ス
ペ
ー
ス
が
な
く

限
界
も
あ
る
と
感
じ
る
。

　

町
立
保
育
園
の
施
設
整

備
・
運
営
に
関
し
て
は
、
補

助
金
が
な
く
交
付
金
の
中
で

や
り
く
り
す
る
。
自
治
体
間

で
格
差
が
生
ま
れ
る
の
で
は
。

　

保
育
士
の
配
置
な
ど
手

厚
く
で
き
れ
ば
い
い
が
町
の

財
政
事
情
等
が
あ
り
難
し
い
。

　
小
学
校
に
子
ど
も
園
が

併
設
し
て
い
る
杉
並
区
の
第

四
小
学
校
を
視
察
し
た
。
子

ど
も
た
ち
が
日
常
的
に
交
流

し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
連
携

で
小
１
ギ
ャ
ッ
プ
が
減
少
し

た
と
い
う
。
百
合
が
丘
保
育

園
と
一
色
小
学
校
の
併
設
は

有
効
で
は
。

　

教
育
的
効
果
は
特
に
感

じ
な
い
。
保
護
者
の
考
え
も

あ
る
。
構
想
の
ひ
と
つ
だ
と

は
思
う
が
平
成
28
年
度
に
早

い
段
階
で
、
公
共
施
設
の
再

配
置
と
合
わ
せ
て
検
討
す

る
。
今
は
民
間
の
ほ
う
が
建

物
も
立
派
で
費
用
も
潤
沢
。

民
間
が
拡
充
す
る
と
行
政
の

使
命
や
必
要
性
は
変
わ
る
。

　

44
年
間
、町
立
は
１
園
。

第
三
者
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
な

ど
新
し
い
風
を
入
れ
、
改
め

て
現
場
を
見
て
も
ら
い
、
意

見
を
聞
く
な
ど
は
。 

　

見
て
い
た
だ
け
る
か
た

が
い
れ
ば
可
能
。

　

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ

る
個
性
的
な
施
策
は
。 

　

二
宮
は
自
然
が
あ
る
が

山
奥
で
は
な
い
。
交
通
も
通

勤
も
生
活
環
境
も
便
利
。
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
町
民
の

声
を
聞
き
、
足
り
な
い
部
分

は
予
算
を
付
け
て
い
く
。

　
ま
ち
づ
く
り
移
動
町
長

室
で
町
民
の
方
々
が
、
町
に

独
自
の
自
治
力
を
求
め
て
い

る
こ
と
や
、
協
働
の
覚
悟
を

お
持
ち
で
あ
る
と
感
じ
た
。

こ
の
町
で
共
に
生
き
、
交
流

し
、
支
援
し
あ
え
る
場
、
食

と
子
ど
も
を
中
心
に
据
え
た

多
世
代
の
居
場
所
で
あ
る
独

自
の
縁
側
事
業
を
求
め
る
。

交
流
、
子
育
て
支
援
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
に
資
す
る
場

で
あ
り
二
層
化
が
進
む
社
会

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
も
有
効
だ
。
協
働
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
。

町
民
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
支
援
制
度
が
あ
る
。
児

童
相
談
員
ら
が
共
に
考
え
な

が
ら
協
力
で
き
る
。

　

子
ど
も
の
食
の
課
題
は

十
数
年
前
か
ら
深
刻
だ
。
栄

養
を
考
慮
さ
れ
た
食
事
を
と

る
こ
と
は
優
先
す
べ
き
投
資

で
あ
り
、
ま
た
食
は
命
と
命

の
や
り
と
り
だ
。
朝
食
を
と

ら
な
い
子
ど
も
の
実
情
は
。

　

10
％
程
い
る
と
思
う
。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
会
員
の
調
理

指
導
が
食
育
に
有
効
だ
が
頻

度
が
少
な
い
。
子
ど
も
が
家

庭
を
変
え
る
と
い
う
可
能
性

を
学
校
教
育
は
持
つ
。学
校
、

家
庭
、
地
域
が
連
携
し
て
遊

び
や
文
化
的
な
付
加
価
値
を

つ
け
て
の
居
場
所
づ
く
り
や
、

学
習
支
援
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
と
し
て
応
援
し
た

い
。

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
の
一
環
と
し
て
の
学
習
支

援
に
つ
い
て
は
平
塚
保
健
福

祉
事
務
所
が
大
磯
町
、
二
宮

町
を
管
轄
す
る
。
高
校
受
験

の
た
め
の
支
援
だ
が
遅
す
ぎ

る
。
就
学
前
か
ら
の
ケ
ア
の

経
済
効
果
に
つ
い
て
は
劇
的

で
あ
る
と
の
調
査
結
果
も
あ

る
。
食
と
遊
び
に
お
け
る
就

学
前
の
強
い
ニ
ー
ズ
を
持
つ

子
ど
も
の
た
め
の
町
と
の
連

携
支
援
は
可
能
か
。

　

定
期
的
な
話
し
合
い
の

場
で
提
案
で
き
る
。

　

世
界
が
注
目
す
る
超
高

齢
化
の
日
本
の
先
進
自
治
体
、

ま
た
顔
の
見
え
る
町
で
あ
る

二
宮
を
ぜ
ひ
大
学
で
の
研
究

材
料
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

縁
側
事
業
に
お
け
る
大
学
と

の
連
携
に
つ
い
て
問
う
。

　

行
政
、
大
学
、
町
民
の

連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て

様
々
な
事
例
を
参
考
に
し
て
、

し
っ
か
り
検
討
す
る
。

露
木 

佳
代

一
石 

洋
子

議 

員

議 

員

28
年
度
は
駅
前
保
育
所
が
開
所

保
育
の
拡
充
も
計
画
し
て
い
る

答

応
援
し
た
い

大
学
と
の
連
携
も
検
討
す
る

答

町
立
保
育
園
の
現
状
と
改
善
、

お
よ
び
待
機
児
童
対
策
を
問
う

問

子
ど
も
を
中
心
に
据
え
た

独
自
の
縁
側
事
業
を

問

一般質問

みんなの家・わたせハウス

広いとはいえない築44年の園舎
子どもたちに最適な環境を
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墓
地
条
例
の
必
要
性
に

つ
い
て
は
、
一
色
字
打
越
に

建
設
予
定
の
「
二
宮
霊
園
ひ

か
り
の
丘
」
の
事
例
を
通
し

て
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
い
る
。
町
の
都
市
計
画
で

は
墓
地
の
設
置
基
準
は
明
確

で
な
い
。
業
者
が
合
法
的
に

手
続
き
を
進
め
て
き
た
場
合
、

住
人
は
な
す
す
べ
が
な
く
、

県
が
許
可
権
者
で
あ
る
以

上
、
町
の
権
限
は
な
い
。
課

題
認
識
と
対
策
を
問
う
。

　

す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
と

し
て
開
発
指
導
要
綱
の
改
正

を
し
た
。
県
か
ら
権
限
移
譲

す
る
こ
と
で
条
例
制
定
は
可

能
だ
が
、
既
存
墓
地
の
状
況

把
握
、
拡
大
計
画
の
調
査
な

ど
が
必
要
で
、
専
門
知
識
を

有
す
る
人
材
確
保
が
町
の
課

題
と
な
る
。

　
県
で
は
専
門
職
を
設
置

し
な
く
て
も
良
い
と
聞
い
た
。

町
に
お
い
て
も
職
員
が
資
格

を
取
得
す
れ
ば
良
い
の
で
は
。

　

業
務
と
し
て
受
け
る
以

上
相
応
の
準
備
は
必
要
。
専

門
職
員
を
抱
え
る
の
は
難
し

い
。

　
墓
地
建
設
の
可
能
性
が

あ
る
土
地
は
想
定
で
き
る
か
。

　

市
街
化
調
整
区
域
は
４

７
４
ｈ
ａ
あ
る
が
道
路
や
水

道
の
整
備
さ
れ
て
い
る
住
宅

に
隣
接
す
る
場
所
の
可
能
性

が
高
い
。
平
塚
市
の
条
例
の

よ
う
に
、
住
宅
か
ら
の
距
離

を
１
１
０
ｍ
離
し
て
地
図
上

に
落
と
す
と
か
な
り
候
補
地

は
限
定
さ
れ
る
。
墓
地
は
必

要
で
あ
る
と
い
う
法
律
の
主

旨
と
あ
わ
せ
て
検
討
が
必
要
。

　
権
限
移
譲
か
ら
条
例
制

定
ま
で
に
か
か
る
時
間
は
。

　

権
限
移
譲
だ
け
で
１
年

半
は
か
か
る
が
、
そ
の
前
に

意
思
決
定
す
る
た
め
の
調
査

期
間
が
必
要
で
、
条
例
策
定

に
も
１
年
は
か
か
る
。

　
町
長
は
選
挙
中
か
ら
墓

地
は
作
ら
せ
な
い
、ま
ち
づ
く

り
条
例
で
対
応
す
る
と
言
っ

て
き
た
。
期
待
す
る
住
人
の

声
も
あ
る
が
考
え
を
聞
く
。

　

住
宅
に
近
い
と
こ
ろ
に

墓
地
は
つ
く
れ
な
い
と
い
う

条
例
規
制
は
ま
ち
づ
く
り
条

例
だ
け
で
は
無
理
。
勉
強
不

足
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が

需
要
と
供
給
の
調
査
は
必
要
。

行
革
の
点
で
も
体
制
作
り
と

予
算
措
置
の
検
討
が
あ
る
。

制
定
目
指
さ
ず
し
て
こ
こ
ま

で
調
べ
な
い
。
他
町
村
に
な

い
条
例
を
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

で
い
く
の
に
は
慎
重
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。

　
平
成
27
年
11
月
に
県
供

給
公
社
の
団
地
で
孤
独
死
が

あ
り
１
週
間
後
に
発
見
さ
れ

た
。
周
囲
の
見
守
り
に
期
待

し
た
い
が
入
居
数
が
減
少

し
、
現
在
57
・
１
％
の
入
居

率
。
県
供
給
公
社
は
民
営
化

を
や
め
て
団
地
再
生
を
掲
げ

て
い
る
。
町
は
見
守
る
だ
け

で
な
く
、
団
地
再
生
を
積
極

的
に
働
き
か
け
よ
。

　

百
合
が
丘
は
昭
和
59
年

に
は
２
千
世
帯
６
千
人
だ
っ

た
が
、
現
在
は
４
千
人
を
割

り
込
ん
で
い
る
。
高
齢
化
率

も
町
全
体
は
32
・
１
％
だ
が

百
合
が
丘
地
区
は
41
・
５
％

だ
。
平
成
27
年
８
月
、
湘
南

地
域
首
長
懇
談
会
に
お
い
て

知
事
に
町
の
空
き
家
対
策
を

町
、
県
、
県
供
給
公
社
と
一

体
に
な
っ
て
考
え
て
い
く
よ

う
要
望
し
た
。

　

要
望
に
つ
い
て
前
向
き

な
回
答
は
あ
っ
た
の
か
。

　

こ
の
件
は
初
め
て
出
し

た
の
で
、
政
党
要
望
も
あ
わ

せ
て
出
し
て
い
き
た
い
。

　
健
康
団
地
づ
く
り
な
ど

の
取
り
組
み
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
県
の
財
源
は
厳

し
い
が
ソ
フ
ト
面
の
団
地
再

生
対
策
の
た
め
の
最
低
限
の

ハ
ー
ド
の
整
備
は
要
望
す
る
。

　
新
し
く
地
域
福
祉
協
議
会

が
立
ち
上
が
り
、
３
つ
の
自

治
会
が
参
加
し
て
い
る
が
県

供
給
公
社
自
治
会
が
ま
だ
未

参
加
。
防
災
な
ど
の
課
題
も

あ
り
、
地
区
長
任
せ
に
せ
ず

町
も
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

　

地
区
長
と
と
も
に
公
社

へ
働
き
か
け
る
。

　
百
合
が
丘
社
協
で
は
商

店
街
に
サ
ロ
ン
設
置
場
所
等
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
の
確
保

を
望
ん
で
い
る
が
ど
う
か
。

　

従
前
よ
り
町
民
プ
ラ
ザ

で
と
話
は
あ
る
。
社
協
と
も

う
一
度
協
議
し
た
い
。

　
町
は
県
供
給
公
社
に
緑

地
移
管
を
交
渉
し
て
い
る
が

そ
の
後
の
動
き
を
確
認
す
る
。

　

平
成
25
年
か
ら
協
議
を

開
始
し
た
が
、
総
面
積
７
万

平
方
メ
ー
ト
ル
の
す
べ
て
の

測
量
や
境
界
復
元
は
膨
大
な

時
間
と
予
算
が
か
か
る
。
ま

た
第
三
者
の
占
有
な
ど
課
題

が
で
た
。
現
在
、
協
定
書
の

内
容
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
27
年
７
月
に
県
か
ら
土

砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
調

査
結
果
が
発
表
さ
れ
た
際
、

移
管
対
象
緑
地
の
大
部
分
が

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定

さ
れ
、
新
し
く
課
題
が
増
え

た
。
慎
重
に
協
議
す
る
。

住宅隣接地に後からの墓地建設
は二宮初　反対の声上がる

空き部屋が増えた団地群

一般質問

根
岸
ゆ
き
子

議 

員

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
が
必
要

答
墓
地
条
例
の
制
定
を
求
め
る

問

小
笠
原
陶
子

議 

員

県
供
給
公
社
空
き
家
対
策
等
を

知
事
に
要
望
し
て
い
る

答
緑
地
移
管
や
供
給
公
社
住
宅
の

再
生
に
積
極
的
に
働
き
か
け
よ

問
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総
務
建
設
経
済
常
任
委
員

会
は
、
公
共
施
設
の
再
配
置

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

　

今
回
、
ま
ち
づ
く
り
の
デ

ザ
イ
ン
、
住
民
参
画
の
先
進

事
例
と
し
て
、
長
野
県
小
布

施
町
・
高
山
村
を
訪
問
し
、

ま
ち
づ
く
り
、
図
書
館
、
地

力
増
進
施
設
の
視
察
を
行
っ

た
。現
地
を
訪
れ
、話
を
聞
き
、

実
り
の
多
い
視
察
で
あ
っ
た
。

【
小
布
施
人
の

産
学
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
】

　

小
布
施
町
は
景
観
を
生
か

し
た
「
小
布
施
の
格
調
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
と
、
平
成

の
大
合
併
時
に
自
立
宣
言
と

と
も
に
財
政
健
全
化
と
「
協

働
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
。
全
国
か
ら
注
目
さ

れ
年
間
１
２
０
万
人
が
訪
れ

る
。

【
東
京
理
科
大
学

�

ま
ち
づ
く
り
研
究
所
】

　

大
切
な
も
の
を
守
り
生
か

す
「
修
景
」
の
考
え
を
基
に

「
外
は
み
ん
な
の
も
の
」
と

し
て
住
む
人
が
主
役
の
ま
ち

を
目
指
す
。
町
長
室
の
隣
に

大
学
の
研
究
室
が
あ
る
。

【
小
布
施

�

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
】

　

ま
ち
づ
く
り
に
意
欲
的
な

人
た
ち
の
連
携
の
場
と
し
て

平
成
20
年
小
布
施
ま
ち
づ
く

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

杉
並
区
第
四
小
学
校
を
視
察

　

築
44
年
の
二
宮
町
立
百
合

が
丘
保
育
園
は
、
老
朽
化
も

進
み
、
園
庭
も
狭
い
。
ま
た

駐
車
場
が
な
い
た
め
、
送
迎

時
に
路
上
駐
車
に
な
る
状
況

が
あ
り
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
で

は
一
色
小
学
校
に
保
育
園
を

併
設
す
る
こ
と
を
ひ
と
つ
の

可
能
性
と
し
て
捉
え
て
い

る
。
子
ど
も
園
を
併
設
し
、

連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
杉

並
区
第
四
小
学
校
を
先
進
事

例
と
し
て
視
察
し
た
。

　

子
ど
も
園
の
園
長
も
兼
ね

る
校
長
の
案
内
で
見
学
。
小

学
校
の
図
書
室
で
園
児
が
レ

ゴ
遊
び
を
す
る
な
ど
、
限
ら

れ
た
空
間
を
う
ま
く
時
間
配

分
し
な
が
ら
利
用
し
て
い
た
。

　

全
学
年
の
小
学
生
が
園
児

に
関
わ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も

よ
く
研
究
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
４
年
生
が
園
の
週
１
回

の
給
食
時
に
配
膳
し
た
り
、

６
年
生
が
園
児
に
阿
波
踊
り

を
指
導
し
た
り
す
る
な
ど
日

常
的
な
交
流
が
あ
る
。
そ
れ

ら
を
通
し
て
、
小
学
生
が
小

り
委
員
会
が
発
足
し
た
。
現

在
６
つ
の
部
会
に
分
か
れ
18

歳
以
上
な
ら
誰
で
も
委
員
に

な
れ
る
。（
町
外
の
方
は
３

人
以
上
の
町
民
の
推
薦
が
必

要
）

【
小
布
施
若
者
会
議
】

　

平
成
24
年
か
ら
３
回
で
５

０
０
名
の
18
歳
か
ら
35
歳
ま

で
の
若
者
が
小
布
施
町
に

集
っ
た
。

　

地
方
や
地
域
の
未
来
に
つ

い
て
３
日
間
夜
を
徹
し
て
語

り
あ
い
、
共
有
し
た
気
づ
き

や
ア
イ
デ
ア
を
具
体
化
し
、

地
域
の
変
革
に
繋
げ
る
。
日

本
や
世
界
で
活
躍
す
る
若
者

が
年
１
回
集
ま
る
町
と
し
て

注
目
さ
れ
る
。

【
地
域
の

�

未
来
づ
く
り
会
議
】

　

慶
應
義
塾
大
学
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究
所
と
共
に
ビ
ジ
ョ
ン
を

作
る
。
自
治
会
毎
に
住
民
と

町
職
員
が
未
来
へ
向
け
た
課

題
を
議
論
し
て
、
施
策
や
独

自
の
取
り
組
み
に
繋
げ
る
仕

組
み
を
研
究
し
て
い
る
。

【the�m
ost�beautiful

�village�of�japan�

高
山
村
】

　

か
ね
て
よ
り
地
域
間
交
流

の
あ
る
高
山
村
を
表
敬
訪
問

し
た
。
同
村
は
最
近
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
日
本
で
も
っ
と
も
美

し
い
村
」
連
合
ヘ
加
盟
、「
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
里
」
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
村
長

の
、
農
の
誇
り
・
未
来
へ
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
た
ま
ち
づ

く
り
の
話
を
聞
き
、
感
銘
を

受
け
た
。

　

資
源
循
環
農
業
に
い
ち
早

く
取
り
組
み
、
人
工
フ
ェ
ロ

モ
ン
を
活
用
し
た
減
農
薬

で
、
環
境
保
全
型
農
業
の
先

進
地
と
し
て
平
成
17
年
「
第

10
回
環
境
保
全
型
農
業
コ
ン

ク
ー
ル
大
賞
（
農
林
水
産
大

臣
賞
）」
を
受
賞
。

　

今
回
の
視
察
を
二
宮
の
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
し
た
い
。

さ
な
子
を
思
い
や
る
気
持
ち

が
芽
生
え
、
園
児
の
成
長
に

も
つ
な
が
り
、
小
１
ギ
ャ
ッ

プ
も
改
善
し
て
い
る
。

　

懸
念
し
て
い
た
園
児
の
午

睡
時
間
中
の
学
校
側
の
騒
音

は
な
く
、
園
庭
・
校
庭
で
の

子
ど
も
の
事
故
な
ど
も
起
き

て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

二
宮
町
で
も
保
育
園
の
改

築
・
移
転
や
学
校
の
統
廃
合

の
検
討
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

子
ど
も
の
教
育
環
境
の
向
上

を
重
視
し
た
計
画
作
り
を
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改

め
て
感
じ
た
視
察
だ
っ
た
。

小布施町立図書館〈まちとしょテラソ〉
「わくわくするおもてなしの場」
設計者・館長を公募し、2011年に
「ライブラリーオブザイヤー」を受賞▶

地力増進施設（高山村）
→牛糞・おがくず・生ごみを堆肥化

校舎のデザイン工夫あり♪
楽しい学校生活

総務建設経済常任委員会

視察報告
長野県小布施町・高山村

11月16日・17日
平成27年

二
宮
町
の
近
い
将
来
…

　
小
学
校
、
町
立
保
育
園
を
考
え
る
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教
育
福
祉
常
任
委
員
会
で

は
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

の
条
例
制
定
を
検
討
し
て
き

た
。
町
民
の
健
康
へ
の
意
識

を
高
め
、
と
も
に
条
例
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
12
月
17

日
（
木
）
と
19
日
（
土
）
の

２
回
、フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
。

　

参
加
者
は
対
象
を
「
多
世

代
」
と
「
子
ど
も
」
の
テ
ー

ブ
ル
に
分
か
れ
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
。自
己
紹
介
の
後
、

参
加
者
の
健
康
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
を
紙
に
書
き

な
が
ら
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

初
め
て
の
こ
と
で
緊
張
気
味

の
参
加
者
も
後
半
に
は
打
ち

解
け
、
発
言
が
途
切
れ
る
こ

と
な
く
、
や
り
と
り
を
楽
し

ん
だ
。

　

子
ど
も
グ
ル
ー
プ
で
は
食
、

公
園
な
ど
の
遊
び
場
、
不
妊

支
援
、
命
の
教
育
、
会
話
、

生
活
リ
ズ
ム
、
ゲ
ー
ム
、
居

場
所
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
い

問
題
意
識
や
意
見
が
出
さ
れ

た
。
両
日
と
も
に
、
子
ど
も

の
健
康
を
育
む
た
め
に
は
、

親
へ
の
支
援
も
必
要
と
い
う

意
見
が
あ
り
、
一
同
納
得
。

　

多
世
代
グ
ル
ー
プ
は
老
人

会
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
経
験
を
通
し
て
の

意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。
気

軽
に
集
え
る
場
の
確
保
、
運

動
習
慣
定
着
の
た
め
の
財
政

支
援
、
指
導
者
の
配
置
な
ど

具
体
的
な
提
案
が
大
半
を
占

め
た
。
ま
た
健
康
づ
く
り
が

財
政
面
で
プ
ラ
ス
に
つ
な
が

る
こ
と
も
評
価
せ
よ
と
の
指

摘
も
。

　

実
情
を
反
映
し
た
多
様
な

意
見
が
出
さ
れ
、
有
意
義
な

会
と
な
っ
た
。「
今
後
も
条

例
策
定
に
参
画
し
た
い
」
と

の
意
見
も
。
委
員
一
同
気
合

が
入
る
。
第
２
弾
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
１
月
27
日
（
水
）
午

前
10
時
か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー

２
Ａ
ク
ラ
ブ
室
で
開
催
。

元気宣言!に の
み や

目
指
す
は

（
仮
称
）心
身
き
ら
り
条
例
制
定

参加者による発表
子連れママも元気に質疑！

議会報告会＆
テーマごと座談会何がどう

変わったの？

座談会開催!!
町民と議会の対話の場

　議会に町民の声をより反映さ
せるために報告

会を「対話と共有の場」として
も機能させたい

と考え、テーマ毎にグループで
分かれて町民も

議員も自由に発言できる座談会
方式を試みた。

　二宮町議会では平成25年
より３月と９月に各地区で
「議会報告会と意見交換会」
を開催してきた。これまで
は議会報告と質疑応答を行
う形であった。

参加者による
熱意のこもった発表！

　話し足りない、もっと時間が
欲しいという声

が出るほど活発な座談会と
なった。しかしテーマが大
きすぎたという反省もあ
り、今後工夫を必要とする。

報告会は今まで通り。質疑も行っ
た

次回は、３月の議会後に開催し
ます

ぜひお越しを!

賑わいの創出が大事
広域の連携を
地域公共交通の再検討を
ハブとなる町になろう

町政全般

子育て
支援が必要な
　　　子どもへの対応
遊び場・居場所がない
自然を体験させたい
学童の限界

　今後の議会報告は、議会
で焦点のあたった議論や
座談会のテーマに沿った
内容などを中心にと考え
ている。次回は未利用地の活用

、学校・公共施

設の統廃合、健康づくり施策な
ど、アンケート

に書かれていた内容を取り上げ
ていく予定。

これからは？
財政

予算組みの
　　議会の関わり
補助金の見直し
固定資産税の動向
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議
長
に
選
任
さ
れ
１
年
に

な
り
ま
し
た
。
町
民
に
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
、
町
民

の
代
表
と
し
て
頑
張
り
た
い

と
い
う
各
議
員
の
思
い
が
強

く
、
議
論
し
、
多
く
を
変
革

し
試
行
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、定
例
会
の
一
般
質
問
で
、

一
問
一
答
方
式
に
よ
る
活
発

な
質
疑
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
町

民
か
ら
議
会
へ
の
意
見
は
少

な
く
、
議
会
報
告
会
・
意
見

交
換
会
へ
の
参
加
者
も
少
な

い
状
況
で
す
。少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
傾
向
に
伴
い
、
問

題
が
山
積
す
る
中
、
議
会
の

役
割
を
果
た
す
べ
く
一
層
の

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
の
慣
例
に
囚
わ
れ
ず
、

町
民
の
か
た
と
考
え
、
と
も

に
進
む
議
会
と
し
て
存
在
で

き
る
よ
う
議
会
報
告
会
な
ど

体
制
作
り
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
年
も
開
か
れ
た

議
会
に
向
け
邁
進
し
ま
す
。

　

こ
の
１
年
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
健
康
寿
命
の
延
伸
・
子

ど
も
た
ち
の
教
育
問
題
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
健
康
づ
く
り
、
よ
り
良
い

学
校
教
育
の
充
実
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

４
期
目
の
年
を
迎
え
ジ
ャ

ネ
ー
の
法
則
の
と
お
り
、あ
っ

と
言
う
間
の
１
年
だ
っ
た
。

８
名
の
議
員
が
代
わ
り
議
会

運
営
が
心
配
さ
れ
た
が
杞
憂

に
終
わ
っ
た
。
本
年
も
信
条

の
是
々
非
々
を
貫
い
て
い
く
。

　

直
接
目
で
見
て
体
験
す

る
、
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
会
議
、

イ
ベ
ン
ト
へ
足
を
運
ん
だ
１

年
だ
っ
た
。
２
年
目
突
入
、

事
前
準
備
が
き
ち
ん
と
で
き

る
よ
う
、
時
間
の
使
い
方
を

も
っ
と
勉
強
す
べ
し
！

　

常
任
委
員
会
で
は
、
や
る

気
の
あ
る
新
人
議
員
に
支
え

ら
れ
、
健
康
長
寿
の
二
宮
町

を
目
指
し
た
。
前
半
は
新
し

い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
あ
り

方
を
学
び
、町
に
提
言
し
た
。

平
和
運
動
に
取
り
組
む
。

　

総
務
建
設
経
済
常
任
委
員

会
の
委
員
長
と
し
て
、
公
共

施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て
視

察
・
研
究
・
検
討
を
重
ね
た

１
年
で
し
た
。
今
後
の
町
づ

く
り
に
反
映
で
き
る
よ
う
、

さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
は
新
人
議
員
と
し
て
、

二
宮
町
発
展
の
た
め
に
一
生

懸
命
、
町
政
全
般
の
諸
問
題

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
今
年
も
二
宮
町
の
議
員

と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り

と
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
の
し
く
み
と
く
ら
し
の

こ
と
を
学
び
な
が
ら
走
っ
た

１
年
。
今
年
も
、
国
の
暴
走

政
治
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
今
も

将
来
も
く
ら
し
・
福
祉
・
教

育
で
安
心
の
二
宮
町
を
つ
く

る
た
め
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

議
員
活
動
も
２
年
目
に
入

り
、
慣
れ
た
と
思
い
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
現
実
は
奥

が
深
い
で
す
。
立
候
補
し
た

時
の
初
心
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

　

議
員
と
し
て
１
年
、
多
様

な
年
代
、
多
様
な
問
題
に
視

点
を
定
め
、
年
４
回
の
一
般

質
問
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
年
も
皆
さ
ま
に
寄

り
添
う
気
持
ち
を
第
一
に
考

え
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
高
に
大
変
で
、
最
高
に

楽
し
か
っ
た
１
年
で
し
た
。

今
年
も
フ
ル
パ
ワ
ー
で
全
力

疾
走
！
常
に
笑
顔
で
自
分
の

使
命
・
役
割
を
果
た
す
こ
と

に
邁
進
し
ま
す
。

　

１
年
間
必
死
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。
反
省
と
抱
負

と
し
て
先
日
知
っ
て
腑
に
沁

み
た
詩
人
岩
崎
航
氏
の
言
葉

を
。「
人
々
の
真
ん
中
に
飛

び
込
ん
で
ゆ
く
そ
れ
こ
そ
が

本
当
の
人
生
の
始
ま
り
」

　

空
き
家
急
増
に
よ
り
、
防

犯
・
防
災
・
環
境
上
の
問
題

が
発
生
し
ま
し
た
。
対
策
と

し
て
詳
細
な
調
査
、
条
例
制

定
や
空
き
家
バ
ン
ク
の
設
置
、

Ｄ
Ｉ
Ｙ
賃
貸
住
宅
の
斡
旋
を

強
く
求
め
ま
し
た
。

添田孝司
議長

（無所属）

根岸ゆき子
副議長
（無所属）

前田憲一郎
議員

（無所属）

杉崎俊雄
議員

（無所属）

野地洋正
議員

（無所属）

小笠原陶子
議員

（無所属）

桑原英俊
議員

（無所属）

善波宣雄
議員

（無所属）

渡辺訓任
議員

（日本共産党）

栁川駅司
議員

（無所属）

二宮節子
議員

（公明党）

露木佳代
議員

（無所属）

一石洋子
議員

（神奈川ネット）

二見泰弘
議員

（無所属）

１年を振り返って…



　

一
年
生
議
員
有
志
が
町
制

80
周
年
記
念
行
事
に
向
け

て
、
展
示
パ
ネ
ル
と
記
念
写

真
用
の
パ
ネ
ル
を
議
友
会

（
議
員
経
験
者
の
会
）
の
支

援
で
作
成
。
昨
年
11
月
３
日

の
記
念
行
事
や
15
日
の
ふ
る

さ
と
祭
り
で
展
示
を
行
っ
た
。

　

展
示
パ
ネ
ル
は
４
枚
組
で
、

①
歴
史
Ⅰ
（
二
宮
町
議
会
運

営
の
仕
組
み
が
で
き
る
ま
で
） 

②
歴
史
Ⅱ
（
今
に
つ
な
が
る

町
政
の
課
題
） 

③
現
在
の
議

会
組
織
と
運
営 

④
将
来
へ
の

取
り
組
み
の
構
成
。
現
在
の

町
と
議
会
の
課
題
な
ど
が
分

か
る
と
好
評
で
あ
っ
た
。
作

成
し
た
議
員
に
と
っ
て
は
良

い
勉
強
の
機
会
と
な
っ
た
。

　

ま
た
記
念
写
真
用
顔
出
し

パ
ネ
ル
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
多
く
の
方
々
が
写
真

撮
影
を
楽
し
ん
だ
。

パ
ネ
ル
貸
し
出
し
ま
す

　

記
念
写
真
用
顔
出
し
パ
ネ

ル
、
４
枚
組
の
展
示
用
パ
ネ

ル
は
議
会
事
務
局
に
保
管
し

て
い
る
。
使
用
に
関
心
が
あ

る
方
は
問
い
合
わ
せ
を
。

発行／神奈川県二宮町議会　編集／議会だより編集委員会　〒259-0196　中郡二宮町二宮961　TEL　0463-71-3311　
FAX　0463-72-6691　メールアドレス　gikai@town.ninomiya.kanagawa.jp　印刷／神奈川新聞社

な
の
は
な
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

で
行
っ
て
き
ま
ー
す
‼

　

二
宮
駅
の
発
車
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
「
お
ぼ
ろ
月
夜
」
に
変
更

に
な
っ
た
。
観
光
協
会
が
町

民
と
駅
利
用
者
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
約
９

割
か
ら
賛
同
を
得
て
、
観
光

協
会
、
商
工
会
、
二
宮
町
の

三
者
連
名
で
Ｊ
Ｒ
に
要
望
書

を
提
出
。
協
議
の
上
決
定
し

た
。

　

期
間
は
平
成
28
年
１
月
９

日
か
ら
４
月
10
日
ま
で
。
そ

の
後
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

調
査
を
行
い
、Ｊ
Ｒ
と
協
議
。

議
会
を
よ
り
身
近
に

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
議
会
を
チ
ェ
ッ
ク

　

こ
れ
ま
で
議
会
活
動
は

湘
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

議
会
だ
よ
り
、
議
会
報
告

会
な
ど
で
お
伝
え
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
も
本

会
議
の
模
様（
総
括
質
疑
、

一
般
質
問
、
予
算
・
決
算

討
論
な
ど
）
を
ご
家
庭
や

図
書
館
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
貸
出
場
所　

町
図
書
館

・
貸
出
期
間　

　

３
点
ま
で
１
週
間

・
貸
出
対
象　

　

図
書
館
利
用
者（
要
登
録
）

・
費
用　

無
料

　

今
号
よ
り
編
集
委
員
が
２

名
入
れ
替
わ
り
、
編
集
作
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
ふ
る
さ
と

の
家
条
例
の
廃
止
を
め
ぐ
る

審
議
で
討
論
が
白
熱
、
僅
差

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
関
心
が
高
い
と
思

わ
れ
る
議
案
に
つ
い
て
は
、
今

回
と
同
様
に
議
員
一
人
ひ
と
り

の
考
え
を
お
伝
え
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
意
見
も
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
議
会
だ
よ
り
を
ご

愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 編

後

集

記

＝
町
制
・
議
会
80
周
年
＝
　

記
念
展
示
パ
ネ
ル
作
成

脳
は
だ
ま
し
て
使
え

～
や
る
気
と
記
憶
の
秘
密
～

○
平
成
27
年
11
月
20
日

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ラ
デ
ィ
ア
ン
に
て
開
催

講
師
　
東
京
大
学
大
学
院

　
　
薬
学
系
研
究
科
教
授

　
　
　  

池
谷
裕
二
先
生

　
専
門
は
神
経
生
理
学
、

シ
ス
テ
ム
薬
理
学
。
海
馬

の
研
究
を
通
じ
脳
の
健
康

や
老
化
に
つ
い
て
探
求
。

　

池
谷
先
生
の
話
術
は
、

聴
い
て
い
る
人
を
飽
き
さ

せ
ず
、
楽
し
く
聴
講
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
先
生
の

講
義
で
印
象
に
残
っ
た
の

は
「
勉
強
」
は
脳
へ
の
入

力
で
「
知
識
」
は
脳
か
ら

の
出
力
で
あ
る
と
い
う
こ

と
。
つ
ま
り
脳
の
機
能
は

出
力
に
よ
っ
て
高
ま
り
、
た

だ
入
力
す
る
だ
け
で
は
意

味
が
な
く
、
知
識
を
使
っ

て
み
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
先
生
自

身
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
し
て

お
り
「
将
来
か
か
る
病
気

や
体
型
の
予
測
」
を
し
て

い
る
そ
う
で
、
面
白
く
印

象
に
残
る
講
演
で
あ
っ
た
。

▲町内在住イラストレーターの
方の協力を得て、町の景色も
盛り込んだ素敵なデザインに！

▲二宮駅でのセレモニー
菜の花のメロディーでお出迎え

神
奈
川
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会
へ
参
加
し
ま
し
た
！

こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
ま
す
♪

菜
の
花
ば
た
け
に

入
日（
い
り
ひ
）薄（
う
す
）れ

見
わ
た
す
山
の
端（
は
）

霞
深（
か
す
み
ふ
か
）し

編
集
委
員
紹
介

委
員
長（
前
列
右
）

　

二
見
泰
弘

副
委
員
長（
前
列
左
）

　

露
木
佳
代

委
員（
後
列
右
よ
り
）

　

渡
辺
訓
任

　

栁
川
駅
司

　

桑
原
英
俊

　

一
石
洋
子

　

町
民
の
皆
さ
ま

の
見
た
い
・
読
み

た
い
議
会
だ
よ
り

を
目
指
し
ま
す
。


